
全国都市緑化フェアへの提案 

 

 

１．はじめに 

 私は、日本造園学会九州支部で造園について学ぶ学生が集まって行われる学生交流企画

のことをゼミで知った。この企画は、これからの全国都市緑化フェア（以下「緑化フェ

ア」という。）のあるべき姿について、グループで考えオンラインで発表するもので、こ

れに参加した。また、2022 年に北海道で開催される緑化フェアに、岐阜県が出展する自

治体出展花壇のデザイン依頼が当校にあり、そのデザインを作成した。さらに 2025 年に

は、岐阜県で緑化フェアが開催される予定となっていることを知った。これらのことから

緑化フェアに興味を持ち、緑化フェアへの提案を卒業論文として取り組むこととした。 

 

２．緑化フェアとは 

 緑化フェアとは、国民一人一人が緑の大切さを認識するとともに、緑を守り、愉しめる

知識を深め、緑がもたらす快適で豊かな暮らしがある街づくりを進めるための普及啓発事

業である。１）1983 年から毎年開催されており、2025 年には岐阜県での開催が予定されて

いる。しかし、緑化の普及啓発事業であるにも関わらず、一般に広く認知されておらず、

一般の人が緑化フェアに訪れるきっかけが少なく、地域活性化にもつながりにくいという

課題がある。そのため興味のない人にも来場してもらえる会場構成が必要と考えられた。 

 

３．学生交流企画への参加 

10 月 8 日から 11 月 20 日にかけて行われた学生交流企画

では、これからの緑化フェアについて話し合った。西日本

短期大学、南九州大学、九州大学、東京農業大学及び本校

の学生約 50 名が Zoom を使用しオンラインで議論した。４

つの班に分かれ、週１回ミーティングを行い、11 月 4 日に

中間発表を行った。そして、11 月 20 日の日本造園学会九

州支部熊本大会で最終発表を行った。また、班ごとに成果

物としてポスターも作成した。どの班も興味を惹かれる内

容で、普段、他校の造園を学んでいる学生との交流が無い

為とてもいい機会になり、刺激になった。今回の学生交流

会で初めて緑化フェアの存在を知った学生がほとんどであ

ったため、多くの人に認知してもらうために何ができるか

考えることが必要だと感じた。 

 

４．北海道フェア自治体出展花壇のデザイン 

2022 年に北海道で開催される緑化フェアの自治体出展花壇のデザインを通し、緑化フ

ェアについての知識を深めようと考えた。 

造園緑化コースの１、２年生で岐阜県が出展する花壇のデザインを行った。 
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直径約５ｍの円形の範囲内に使用材料リスト

および支給されるバラを 8 本使用して作成する

という内容であった。岐阜県での開催時にも各

自治体の花壇は多くのデザインの中から選考す

ることが好ましいと思った。 

 

５．岐阜県で開催予定の緑化フェアへの提案 

開催地を可児市にあるぎふワールド・ローズ

ガーデンと想定し提案することとした。今回の

緑化フェアへの提案については、ねらいを３つ 

に絞り提案することとした。 

①子供を対象とした体験型の企画 

次世代の緑化につなげるため、子供が興味を持ち、愉しみながら体験することができ

るクラフト体験や葉っぱアート、花壇づくり体験など体験型の企画を行う。 

②大人もみどりに触れる機会を増やす 

寄せ植え体験や播種体験など参加しやすい企画によって、大人もみどりに触れる機会

を増やして、みどりに対する意識を変えて緑化に繋げていく。 

③アフターコロナのニューノーマルグリーンライフ 

「新しい生活様式」でも健やかに気持ちよく過ごし、新たな日常における新たな緑と

の関わり方を提案する緑化フェアとなるように、ワークスペースの設置や暮らしに花

と緑を取り入れる提案を行うモデル庭園などの設置を行う。 

 

６．本校の関わり方 

花き生産コースは、苗の販売等。花き

装飾コースは、花束やハンギングバスケ

ットの制作等。造園緑化コースは、デモ

ガーデンや花壇の制作等。緑化フェアが

始まる前年から授業の一環として準備を

始める。会場を訪れるだけでなく運営ス

タッフとして現場での動きを体験する。 

 

７．まとめ 

初めは緑化フェアについてあまり知らなかったため、うまく提案できるか不安だっ

た。しかし、学生交流会への参加や自治体花壇のデザインを通して緑化フェアへの理解が

深まり、また、先生や他の学生からご指摘、アドバイスを受け、このような卒業論文を作

成することができた。しかし、他の学生が素晴らしい企画案や花壇のデザイン案を出すた

び、自分の発想力や表現力が乏しいと痛感した。自分は職業園芸人になるには知識や経験

が不足しているため、これから多くの施工事例に触れ、庭や花壇を設計、施工、管理する

ことで知識や経験を積み、発想力、表現力を磨いていきたい。 

１）全国都市緑化フェア https://urbangreen.or.jp より引用 
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